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私のＥＳＤ活動  
発達障害を持つ方々への支援を通し、質の高い教育と福

祉の実現と従業者のキャリアアップの実現 

関心・活動の SDGｓ 

     

活動の概要   

未就学の児童から 64 歳までの発達障害を持つ方への支援を行う株式会社に属し、主に児童（０～18 歳）へのソーシャ

ルスキルトレーニングの実施と各教室の店舗運営を行っております。現在の日本において、発達に凸凹がある方々への

認知や支援はまだ十分にいきわたっているとは言えません。また、発達障害を持つ子どもの高校進学率の低さや、大学

への進学率、就職定着率の低さは、大きな社会課題の一つであると思います。そう言った現状を打破すべく、前述のトレ

ーニングを行ったり、各事業所近隣の学校への訪問活動を通し、発達障害への理解を広げております。 

また、現在の日本における福祉事業へ従事する者の待遇の低さも、福祉を広めていく上での課題の一つであると考え

ております。その為、「ビジネスで社会課題を解決する」といった思いの下、スタッフの労働環境の改善と向上への活動も

行っております。 

イノベーティブな活動としては、福祉業界ではあまりなじみのない①フランチャイズ展開と②ＩＴ技術の積極的な活用が

あげられると思います。フランチャイズ展開をすることで、日本全国で同様の福祉サービスを展開することを創業当初から

行って参りました。現在、私の担当する部門でも同様の展開を行っております。また、ＩＴ技術を積極的に導入することで、

業務の効率化や最適化を図り、従業員の労働環境の改善を行って参りました。現在の日本の政策にある、「働き方改革」

の一つの形と同様ではないかと感じております。 

 

・「ハッピーテラス株式会社」 http://www.happy-terrace.com/ 

 

今後の活動の展望と周囲や社会への還元   

３点の部分で活動を発展させていこうと考えています。 

１点目に、「社会課題への視点を持った支援者の育成」です。今回のコンファレンスへの参加を通して得ることができる

と考えている社会課題への視点を基に、部下への教育に還元していきたいと考えております。 

２点目に、「自身の活動の別基軸における発展」をしていきたいと考えております。現在の弊社での活動だけではなく、

別基軸の事業展開を自身の手で行い、社会課題への取り組みを行うことで還元したいと感じております。 

３点目に、「新たなコミュニティの創造」です。今回のコンファレンスを通し、多くの人と出会う中で、新たなコミュニティを

形成し、新たな世代のムーブメントの担い手となることで、社会への還元をして参りたいと思っております。 
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